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NRIは2つの消費者アンケートデータを保有しており、消費の価値観や実態に関して長期・短期

トレンドともに変化を追うことができる。これらのデータを活用して消費者データ基盤を構築する。

１．調査の実施概要 — 消費者データの収集について

NRIが保有する消費者アンケートデータ概要

■対象者

全国の満15～79歳の男女個人

■調査方法

訪問留置式

■サンプル数

10,000サンプル（性年代構成比割付）

■調査期間

1997年より3年に1度実施

■特徴

消費価値観や消費実態の長期トレンドの把握に適する

生活者1万人アンケート Insight Palette

◼ 付加価値向上のための把握が必要な消費者データは意識データが中心となる。

◼ NRIでは長期トレンドの把握と短期トレンドの把握、それぞれに適した2つのアンケートデータを保有しており、本件ではこれらを活用する。

■対象者

関東の満20～69歳の男女個人

■調査方法

Web調査

■サンプル数

3,000サンプル（性年代構成比割付）

■調査期間

2007年より2ヶ月同一モニターを年11回程度並行実施

（2018年夏よりBIツールで分析環境実装）

■特徴

詳細な項目・セグメントにおける短期トレンドの把握に適する

これらの消費者データを用いて、本件の目的に即した既存項目を活用することでデータ基盤構築・ツール作成を行う。
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収集すべき消費者データは、消費意識の全体感や個別アクティビティに対する意識などが

考えられ、すべてNRIで定点取得しているデータを活用する。

２．収集すべきデータ項目とその取得元 — 調査項目および取得元

調査すべき項目とその取得元

調査項目 データ取得元把握すべき事柄

消費価値観

NRIにて定点的に取得

…生活者1万人アンケート＋

Insight Palette

消費価値観はどのように変遷している

か、「高くても良いものを買う」志向は

高まっているか。

消費に対する意識の

現状・トレンド

消費実態・

意識の

全体感

消費性向

アクティビティの

実施状況

NRIにて定点的に取得

…Insight Palette のみ

NRIにて定点的に取得

…Insight Palette のみ

より金額を支払って、実施頻度を増や

しても良いと考えるアクティビティは何か。

消費を増やす意欲の

大きさ

アクティビティへの

興味

NRIにて定点的に取得

…Insight Palette のみ「他アクティビティよりも興味が高い」／

「興味はあるが実施できていない」

ような消費活性化の伸びしろが大きな

アクティビティは何か。

アクティビティへの関心

と行動の実態をもとに

した伸びしろの大きさ(サービス業)

アクティビティ

ごとの意識・

実態

興味と実施の

ギャップ理由／

（実施者が）実施頻度

を増やすきっかけ

NRIにて定点的に取得

…Insight Palette のみ

実施を増やすために、どのようなハード

ルがあるか。また、それは実施者／

非実施者でどのように異なるか。

消費を増やすための

ハードル

対応策の

方向性

属性項目

NRIにて定点的に取得

…生活者1万人アンケート＋

Insight Palette

性年代、世帯構成、年収、エリア

など基本的な個人属性によって

意識がどのように変わるか。
-属性
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NRIで定点取得している項目の内容詳細は以下のとおり。

サービス業に対応するアクティビティは、なるべく消費者がイメージしやすい形で聴取。

２．収集すべきデータ項目とその取得元 — 調査項目詳細

調査項目詳細

調査項目 聴取内容

属性項目 -

消費価値観
一般的な消費活動全般について、こだわりの強さ／

価格感度／情報感度、などを聴取。

アクティビティへの興味 アクティビティごとに3段階で興味・関心状況を聴取。

アクティビティの実施状況 アクティビティごとに3段階で活動実施状況を聴取。

アクティビティの消費性向 アクティビティごとに3段階で消費性向を聴取。

興味と実施のギャップ理由
「興味はあるが、実施できていない」活動について、その理

由を聴取。ヒト／モノ／カネなどの観点で障壁を把握する。

（実施者が）実施頻度を

増やすきっかけ

「実施している」活動について、より活動頻度を増やすため

のきっかけを聴取。ヒト／モノ／カネなどの観点で障壁を把

握する。

⇒ 聴取属性は次ページを参照されたい

アクティビティはなるべく消費者が

イメージしやすい・回答しやすい形で項目で聴取

スポーツ、

フィットネス

映画・演劇・

美術鑑賞

園芸、

庭いじり
競馬

ゴルフ
ビデオ・

ＤＶＤ鑑賞
読書 パチンコ

スキー、スノー

ボード

写真・

ビデオ撮影
テレビゲーム 宝くじ

釣り
楽器演奏、

合唱

マッサージ、

エステ
国内旅行

アウトドア、

キャンプ

書道、茶道、

絵画、俳句
カラオケ 海外旅行

スポーツ観戦
編み物、

料理

外食、グルメ、

食べ歩き
ドライブ

音楽鑑賞 日曜大工
囲碁、将棋、

麻雀

遊園地、

テーマパーク

アクティビティ分類一覧
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参考）Insight Palette で聴取している属性項目一覧

２．収集すべきデータ項目とその取得元 — 調査項目詳細

基本属性

カテゴリ セグメント例

性年代 男性20代、男性30代…

婚姻状況 未婚、既婚、離別・死別

子どもの有無 子どもあり、子どもなし

持ち家 持ち家（戸建）、持ち家（集合）…

居住地 東京都、神奈川県…

職業 会社員、自営業…

世帯構成 単身世帯、夫婦のみ世帯…

世帯年収 100万円未満、100～200万円未満…

世帯貯蓄額 50万円未満、50～100万円未満…

カテゴリ セグメント例

消費4象限 プレミアム消費、徹底探索消費…

イノベーター度 先進層、追従層…

趣味 料理、外食・グルメ…

健康の悩み 目の疲れ、肩こり…

チャネル コンビニ、スーパー、ドラッグストア…

消費財利用・保有 お茶ユーザー、電気自動車保有…

耐久消費財の保有 タブレット、血圧計…

メディア接触状況 テレビ視聴時間、ネット媒体利用状況…

詳細属性















16Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

目次

１．調査の実施概要

２．収集すべきデータ項目とその取得元

３．データ基盤構築・分析ツール開発

４．ツールを用いたデータ分析方針の検討

５．まとめ

















































40Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

目次

１．調査の実施概要

２．収集すべきデータ項目とその取得元

３．データ基盤構築・分析ツール開発

４．ツールを用いたデータ分析方針の検討

５．まとめ















47Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

目次

１．調査の実施概要

２．収集すべきデータ項目とその取得元

３．データ基盤構築・分析ツール開発

４．ツールを用いたデータ分析方針の検討

５．まとめ



48Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

このように消費者データをTableau®ツールを用いて分析することにより、

様々な観点からサービス業の実態を捉え、対応策の検討を行うことが可能になる。

まとめ

分析パターン別結果まとめ

Ⅰ.特定のアクティビティを深掘
• 外食は女性、中でも40-50代の消費性向が高く、「お金」の余裕を増やせるよ

うな経済的支援により消費活性化が見込まれる

Ⅱ.複数アクティビティの比較
• イベント関連のアクティビティの中でも遊園地・テーマパークの消費性向が高く、

女性若年層に絞っての経済支援が有効である

Ⅲ.全アクティビティ横断比較
• 全アクティビティの中では国内旅行の興味・消費性向が突出しており、

高収入層は「時間」の、低収入は「お金」の余裕を増やすことが重要

Ⅳ.セグメント起点での深掘
• 働く若年層×子あり世帯は価格感度の小さい「安さ納得消費」が多い中、外

食の消費性向は伸長がみられ、「お金」の重要性が増加

Ⅴ.全アクティビティ×属性探索
• 興味×消費性向の伸長は北関東エリアで著しく、特に遊園地とドライブについ

て、「時間」の余裕を捻出することで消費を促せる可能性

分析パターン 結果・示唆（一例）

仮説検証型

アプローチ

仮説探索型

アプローチ

• サービス業のどのようなアクティビティについて、誰をターゲットに、どのような訴求をすれば消費活性につながるか、

様々な観点から対応策の方向性まで検討をすることが可能に

• 上記分析パターン以外にも目的に応じた各ダッシュボードを自由に組み合わせることで柔軟に分析可能






